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はじめに

ご存知でしょうか？わが国の牛の飼養頭数

は、乳用牛が約１４８万頭、肉用牛が約２８９万頭

と報告されています（平成２２年）［１］。そのう

ち、出生子牛から成牛までを合わせた死廃事

故頭数は乳用牛では２３．７万頭、肉用牛では

１３．９万頭になります［２］。これは１年間で、乳

用牛では飼養頭数の１４％、肉用牛では４．６％

の牛が何らかの疾患あるいは事故で、死廃処

理に至ってしまった数字を示しています。ま

た、病傷事故件数においては乳用牛では１５４

万件、肉用牛では１４３万件の発生があったと

報告があります［２］。これに関しても、単純計

算をすると年間あたり、おおよそ乳用牛１頭

につき１件、肉用牛２頭につき１件の病傷事

故が発生していることがわかります。畜産経

営において高い収益性を保つためには、動物

をいかに健康に飼養し、これらの数字を低く

抑えることができるかが大切になります。

牛の死廃事故あるいは病傷事故の原因は

様々ですが、その多くは感染症に起因してい

ます。牛の感染症は、ウイルス、細菌、寄生

虫、真菌あるいはマイコプラズマ等の様々な

病原体の感染により発生します。これらは牛

を死亡に至らせるだけでなく、増体量の低下

や産乳量の減少、繁殖成績の低下等を引き起

こすことによって、生産者に大きな経済的損
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失を与えています。生産現場における牛の感

染症は、突発的に発生する強い病原性の微生

物感染と日常的に遭遇する日和見感染あるい

は潜伏感染の２つに大別することができま

す。前者には、近年発生した口蹄疫や高病原

性鳥インフルエンザを代表するように畜産関

係者や農林水産行政だけでなく、一般の消費

者からも注目される家畜感染症が含まれま

す［３、４、５、６］。また、後者は、原因微生物の病原

性はそれほど強いものではありませんが、

日々遭遇する下痢症、肺炎、乳房炎等のこと

を指しています。これらの病気は「生産病」

として位置づけられており、その発生は避け

がたいものとして考えられています［７］。生産

病は、原因となる微生物が日常の環境下に存

在しているため、病原体の感染性と宿主の感

染抵抗性（免疫）のバランスが崩れたときに

感染が成立し、発症に至ると考えられていま

す［８］。そのため、生産現場では牛の栄養状態

や環境衛生等の管理やワクチン等によって牛

の感染抵抗性を高めて、これらの感染症の制

御に取り組んでいます。

畜産関係者で企画・運営されている家畜感

染症学会では、臨床獣医師が生産現場で日常

的に遭遇する日和見感染あるいは潜伏感染に

注目し、２００８年度から過去５年間に渡って、

臨床獣医師を対象に①子牛の下痢症、②乳房

炎、③子宮炎、④子牛の呼吸器疾患、⑤一般

感染症に関する全国アンケート調査を実施し

ています［９，１０，１１，１２，１３］。それによって、全国各地

におけるそれらの日和見感染あるいは潜伏感

染についての発症状況ならびにその問題点、

またその対策が報告されています。本連載で

は、全１０回においてそれらのアンケート結果

を紹介しながら、生産現場において日常的に

遭遇する感染症の問題と対策について考えて

いきたいと思います。本号においては、アン

ケート紹介の前に感染症と防疫対策について

の概略を紹介させていただきます。

生産現場で問題となっている
主な病気

平成２２年度家畜共済統計表によると、乳用

牛等に係る病傷事故別件数（病類別）は１４１

万件にものぼり、その割合は泌乳器病（４３．７

万件；３１．０％）、生殖器病（３３．３万件；２３．６％）、

消化器病（１７．４万件；１２．３％）が上位を占

め、これらで約７割を占めています（図１

a）［２］。また乳用牛の胎子や出生子牛だけに着

目すると、事故件数１３万件のうち消化器病

（５．７万件；４３．７％）と呼吸器病（５．０万件；

３７．９％）が大部分であることがわかります

（図１b）。一方、肉用牛に係る病傷事故別件

数（病類別）は１１０万件であり、呼吸器病

（３５．７万件；３２．６％）、消化器病（３５．１万件；

３２．０％）、生殖器病（１８．７万件；１７．１％）が

上位を占めています（図２a）。胎子や出生

子牛だけに着目すると、事故件数３３．６万件の

うち、消化器病（１８．３万件；５４．６％）ならび

に呼吸器病（１０．５万件；３１．３％）が乳用牛と

同様に大部分を占めています（図２b）。こ

のデータは、乳用牛と肉用牛において発生し

ている病気の違い、また、子牛と成牛の時期

において問題となる病気が違うことを示して

います。
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生産現場における牛の病気は、生産性を向

上させた結果、牛の体への負担が大きくなり、

体の抵抗性が低下することによって、微生物

の病原性が牛の抵抗性を上回ってしまったた

めに発症します。上に示した感染症は、病原

性を有する細菌、ウイルス、マイコプラズマ、

寄生虫などの生産現場に存在する微生物の感

染によって引き起こされますが、感染とは、

感染源から病原微生物が宿主（牛）に辿り着

くまでのルート（感染経路）を経て宿主細胞

または組織に接着し、増殖・定着することに

よって成立します。そのとき、牛側の免疫機

構によって病原微生物を排除することができ

れば感染は成立しません。つまり、感染症の

防止は、①病原微生物の排

除、②感染経路の遮断、③

宿主免疫機能の向上、を実

施することが大切と言えま

す。

感染症の成立

感染症は、感染源、感染

経路ならびに感染牛（感受

性宿主）の３つが存在する

ことにより成立します。農

場は、実験室のようなク

リーンな環境ではありませ

んので、感染のリスクを完

璧に排除することは難しい

ですが、これら３つを理解

しながら防疫対策を実施す

ることで、その実効性が高

まると考えられます。

１）感染源

感染源とは、病原微生物を保有し、それを

伝播する可能性のあるものを指し、その把握

は、病原微生物が牛群に蔓延する前の段階で

摘発するために重要です。感染源の調査は、

先入観を排除するために、定期的に専門的な

知識と技術を有する畜産技術者や臨床獣医師

あるいは家畜保健所と相談しながら行うのが

理想的です。感染源の具体的な例を以下に示

します。

① 病畜あるいは保菌動物：臨床症状を呈し

た病畜は、病原微生物を体外に排出する可

能性があります。呼吸器疾患では咳や鼻汁

（図１）乳用牛における病傷事故別件数、（a）乳用牛の雌等、（b）乳用牛の雌等
のうち胎子・出生子牛

（図２）肉用牛における病傷事故別件数、（a）肉用牛等、（b）肉用牛等のうち胎子・
出生子牛
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中に、消化器疾患ではふん便中に病原微生

物が含まれています。臨床症状を示す牛を

摘発することは容易ですが、症状を現さな

い不顕性感染の場合もあります。この場合、

知らず知らずに病原微生物が撒き散らされ

る可能性があるので危険だと言えます。

② 飼養環境、飼育器具等：病畜が飼養され

ている牛床や飼槽、水飲み場、土壌等は、

病原微生物によって汚染されているリスク

が高く、間接的な感染源になります。また、

乳房炎罹患牛がいる場合、ミルカーや清拭

タオル等も感染源になるため注意する必要

があります。

２）感染経路

感染経路とは、病原微生物が感染源から牛

（宿主）に感染する経路のことを指します。

飼養環境をスクリーニングすることによっ

て、病原微生物の特定ができることもありま

す。以下に、感染経路の具体的な例を示しま

す。

① 空気感染（飛沫感染）：呼吸器疾患を発

症した牛の咳やくしゃみには、多量の病原

微生物が含まれています。その病原微生物

を吸入することによって、感染に至ります。

② 接触感染（経口感染、経乳感染、経膣感

染）：食べる、飲む、舐める、噛む等によ

る経口感染、ミルカー等の接触による経乳

感染、交尾による経膣感染のように、皮膚

や粘膜との接触によって病原微生物が付着

し、感染に至ることを指します。

③ 母子感染（垂直感染）：母親の胎内にお

いて胎盤を介した感染や出産時の産道を介

した感染、あるいは母乳を介した感染を指

します。

④ ベクター（媒介動物）を介した感染：蚊

や虻のような節足動物等が媒介者となっ

て、病原微生物を伝播することを指します。

３）感染牛（感受性宿主）

牛はもちろんのこと動物（宿主）には、病

原微生物の侵入を排除する防御機構（免疫）

が備わっています。それは、大きく分けて以

下の３つの防衛段階が存在します。病原微生

物の侵入に対する防御スピードと防御の強さ

を図３に示しました。

① 機械的バリア：病原微生物を物理的に体

内に侵入させないようにする障壁のこと。

皮膚や粘膜のことを指します。

② 非特異的感染防御機構（自然免疫）：機

械的バリアを突破した病原微生物に対し

て、無作為に攻撃、排除する免疫機構のこ

とを言います。特に、好中球、マクロファー

ジやNK細胞と呼ばれる細胞が活躍します。

また、体液等の分泌液中に存在する抗菌性

物質もこれに該当します。

（図３）動物の生体防御機構
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③ 特異的感染防御機構（獲得免疫）：自然

免疫も突破した病原体に対して、病原体の

特徴を記憶することによって、特異的に攻

撃する免疫機構のことを言います。その過

程では、リンパ球と呼ばれる細胞が、病原

体への直接攻撃（細胞性免疫）や強力な防

御力を持った抗体産生（液性免疫）を行い

ます。

微生物の持込みと拡散に対する
防止策（バイオセキュリティ）

病原微生物の持込みと拡散を防止すること

をバイオセキュリティと呼んでいます［１４］。こ

れは、問題となる病原微生物を生産現場に

「持込まない・持出さない」、また農場内で

「広げない」対策であると言えます。この対

策の実施に重要なことは、適正な管理システ

ムや管理手順を作り、それを日常の作業習慣

として運用することです。また、バイオセキュ

リティを単なる防疫と考えるのではなく、生

産者、畜産技術者ならびに獣医師、さらには

消費者を含めた人々の安全確保に繋がる対策

として意識することが大切です。

１） 感染源対策（牛群の観察・感染牛の摘発）

① 感染源の除去：主要な感染源は感染牛で

あるため、牛群の中でいち早く感染牛（場

合によっては牛群）を早期に摘発すること

が重要です。そのためには、日々同じ目線

で牛個体の毛づや等の外部兆候や活気、食

欲、反芻状態、乳性状などを観察すること

が有効です。異常畜の早期発見によって、

病原微生物の拡散を最小限に留めることが

できます。また、不顕性感染牛の発見は、

肉眼では困難ですが、定期的な微生物学的

あるいは血清学的検査によって摘発するこ

とができます。

② 新規導入牛の検疫：家畜の広域的な移動

や家畜市場からの導入の際に、農家独自に

よる新規導入牛の検疫は、バイオセーフ

ティの１つの柱と言えます。新規導入時は、

病原微生物が一気に拡散する危険性を伴う

ことから、検疫は非常に重要であり、細心

の注意が必要です。いずれの場合において

も、導入直後は他の家畜から隔離し、３～

４週間程度の飼育期間を行って観察するこ

とが勧められています［１５］。また、ヨーネ病

等の特定伝染病の発生のない地域あるいは

感染歴のない証明を持つ牛を導入するのが

望ましいでしょう。

③ 飼育環境の消毒：バイオセキュリティに

おける牛舎等の消毒は、牛群への病原微生

物の新たな侵入と拡散防止を目的としてい

ます。感染牛は、ふん便や尿などから病原

微生物を排出し、牛舎等の飼育環境を汚染

することから定期的な消毒が望まれます。

但し、消毒薬は時間とともに、またふん便

等の混入により効果が低減するものもある

ため定期的な交換が必要です。

２） 感染経路の遮断

① 衣類・車両等の消毒：長靴や衣服、軍手、

マスク等は、牛と接触することが多く、病

原微生物を運ぶリスクが高いことから、牛

舎出入口における消毒槽の設置や清潔な衣

類等の交換が重要となります。また、農場

を出入りする車両は、外部から感染源を持
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ち込む可能性があることから、農場入口で

の車両消毒ができる器材を設置することも

大切です。

② 昆虫や野生動物の侵入禁止：吸血昆虫は

牛白血病等のウイルスを運ぶことから、特

に夏場にそれらを駆除することが大切で

す。また野ネズミなどのげっ歯類は、サル

モネラ等の保菌動物となることもあるた

め、農場に侵入させないようにする必要が

あります。

３） 牛の感染抵抗性の向上

① ワクチン接種による感染予防：ワクチン

接種による特異的な免疫機能の増強が最も

一般的であり、牛用では約６５品が国内で承

認・販売されています。家畜の場合、子牛

の免疫抵抗力を亢進させる目的で母体にワ

クチン接種する場合があること（母子免

疫）、出荷前の一定期間の使用が制限され

ていること等の特徴があります。

② 飼育環境の整備：近年、アニマルウェル

フェアについて耳にする機会が多いです

が、劣悪な環境や急激な環境の変化は、牛

に大きなストレスを与えることとなり、牛

の免疫機能を低下させます。これを防ぐた

めには、可能な限り牛にとって快適な環境

を提供することが大切でしょう。

おわりに

本号においては、総論として感染症の成立

とその対策について記載しました。感染症対

策を改めて列記してみると、定期的、日常的、

徹底的、清潔性のようなキーワードが見えて

きます。先にも述べましたが、最終的に消費

者に届く食品を生産していることを意識する

ことが、感染症の防除に繋がるのではないで

しょうか。本号を合わせて全１０回の連載を予

定していますが、次号以降は生産現場におい

て日常的に遭遇する感染症の各論について、

以下の順に紹介していく予定です（第１回

（本号）：感染症と防疫対策、第２回：子牛の

下痢症、第３、４回：乳房炎、第５、６回：

子宮炎、第７、８回：子牛の呼吸器感染症、

第９、１０回：一般感染症）。

〈参考文献〉
［１］ 農林水産省大臣官房統計部、２０１２、平成２２年畜産統計調査

［２］ 農林水産省経営局、２０１３、平成２２年農業災害補償制度家畜

共済統計表

［３］ 津田知幸、２０１１、医学のあゆみ、２３６：７４６―７５２．

［４］ 小澤義博、２０１０、口蹄疫の侵入ルートと今後の対策、獣医

疫学雑誌、１４：６２―６４．

［５］ 伊藤壽啓、２００６、高病原性鳥インフルエンザの現状、感染

症、３６：１―６．

［６］ Sakoda, K., Ito, H., Uchida, Y., et al., ２０１２, J. Gen.

Virol .,９３：５４１―５５０．

［７］ 菊佳男、林智人、２００８、関東畜産学会報、５９：１―１３．

［８］ 大塚浩通、２００７、日本家畜臨床感染症研究会誌、２：９―１３．

［９］ 菊佳男、２００９、日本家畜臨床感染症研究会誌、４：２５―３８．

［１０］ 菊佳男、２０１０、日本家畜臨床感染症研究会誌、５：６３―７４．

［１１］ 大滝忠利、２０１１、日本家畜臨床感染症研究会誌、６：４７―５９．

［１２］ 佐藤礼一郎、２０１２、家畜感染症学会誌、１：７１―８１．

［１３］ 菊佳男、２０１３、家畜感染症学会誌、２：６３―８０．

［１４］ 菊池実、永幡肇．２００５．酪農場の防疫：バイオセキュリティ．

pp．２―８．

［１５］ 樋口豪紀、永幡肇．２００５．酪農場の防疫：バイオセキュリ

ティ．pp．１７０―１７４．

（筆者：（独）農研機構動物衛生研究所
寒地酪農衛生研究領域主任研究員）
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負債額１億円を１４年間で償還

北海道足寄町で経産牛５６頭の酪農を営む村

山昭雄さんは、入植２代目として就農しまし

た。しかし、昭和５６年に不慮の農作業事故で

重傷を負い９ヵ月間の入院を余儀なくされ、

妻と母により経営継続したものの、負債は増

加し、一時は負債額１億円に迫り破産状態と

なりました。酪農経営負債整理資金等によっ

てなんとか経営を存続できたものの、経営の

好転は思うように進みませんでした。

転機となったのは、地域で組織された「足

寄町放牧酪農研究会」（以下、「研究会」）に参

加し、土地を活かした自給飼料重視型経営に

転換したことによります。徹底した経営の見

直しと研究会仲間との放牧技術の研鑽習得が

あいまって、経営改善が大きく進展しました。

その結果、放牧研究会参加から１４年を経た

平成２２年に負債額がゼロとなりました。多額

負債からの脱却は、「決してあきらめない強

い決意」と「支えてくれた家族・仲間と支援

者」があって達成できた成果です。

現在では高い所得率（平成２４年実績：

３７．２％）を誇り、地域の先進的な経営として

評価され、平成２５年度全国畜産経営管理技術

発表会において、農林水産大臣賞を受賞しま

した。村山さんの苦農から楽農への経営の道

のりについて、紹介します。

集約放牧と経営分析による
負債からの脱却の取り組み

村山さんは平成８年に研究会に参加し、平

成９年には国の集約放牧酪農技術実践モデル

事業の導入により、電気牧柵３６４５m、牧道３８５

m、事業費８０２万円規模の牧柵・牧道の整備

を行い、より先進的な輪換放牧への転換を図

りました。その際、購入飼料依存の飼料給与

を見直し、立地条件を生かした放牧酪農への

転換を実施しました。

現在、放牧は牛舎周辺の２８haで行い、チ

モシー、ケンタッキーブルーグラス、メドウ

フェスク、ホワイトクローバの混潘放牧地と

明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息息吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹吹
苦農から酪農（楽農）への道のり

―負債額１億円からゼロ、そして農林水産大臣賞を受賞するまでの経緯―
総括畜産コンサルタント 坂本 秀文

村山昭雄さん、村山裕子さん
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経
営
概
要

労働力員数（畜産・2000hr換算）
家族・構成員 2.0 人
雇用・従業員 0.0 人

経産牛平均飼養頭数 55.5 頭
飼料生産 実面積 9,200 a
年間総販売乳量 420,500 ㎏
年間子牛販売頭数 23 頭
年間育成牛・初妊牛販売頭数 15 頭

収
益
性

所得率 37.2 ％

経産牛１頭当たり売上原価 572,234 円

生 
産 
性

産
生
乳
生

経産牛１頭当たり年間産乳量 7,577 ㎏
平均分娩間隔 15.2 ヵ月
受胎に要した種付回数 2.6 回
平均産次数（期首） 4.0 産
平均産次数（期末） 4.0 産
牛乳１kg当たり平均価格 82.1 円
牛乳１kg当たり生産原価 41.6 円
乳飼比（育成・その他含む） 22.7 
乳　脂　率 3.70 ％
乳蛋白質率 3.20 ％
無脂乳固形分率 8.70 ％
体 細 胞 数 29.5 万個/ml
借入地依存率 0.0 ％
飼料TDN自給率 64.9 ％
乳飼比（育成・その他含む） 22.7 ％

項目 昭和61年 平成８年 平成15年 平成22年 平成24年
売上高負債比率 281.0 99.0 68.9 0 20.0
経産牛１頭負債 1620 623 467 0 188
経産牛１頭所得 -128 121 149 272 349
所得率 -22.4 20.3 21.9 40.3 37.2

（％、千円）

しています。牧区は、①約１５haが１牧区（１０

日間）、②約３ha（３～４日）が３牧区の４

区分であり、年間で１０回転させています。放

牧期間は４月下旬から１１月末まで昼夜放牧を

行っています。

採草は６２haで行っており、うち兼用地９．４

haは一番草をサイレージ、７～１１月は搾乳

牛の放牧地としています。１８．７haはチモシー

主体の採草地としサイレージ、乾草を生産。

なお、乾草は販売にも仕向けています。

草地は概ね８～１０年で更新し、毎年５～６

haずつ順次行っています。この地域の土質

は石が多く出るので大型機械が必要です。

これらの取り組みにより、以下の経営改善

が図られました。

①バラ線での囲いから電気牧柵によって、

脱柵、乳房損傷がなくなった。

②牧場の中央に牧道を設置することによっ

て、傾斜地の専用放牧地への移動が効率

化された。牧区移動がスムーズとなった。

また、牧道設置によって蹄、乳房を清潔

に保ち、牛追いの時間が短縮され、朝夕

の搾乳時間に合わせて牛は自分で帰って

くるようになった。

③夏季の昼夜放牧によって飼養管理が改善

された。

冬も可能な限り舎外で飼養 冬も畜舎内は清潔

（表１）経営実績（平成24年度）

（表２）負債と収益の年次推移
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年　　次 昭和52 56 63 平成2 8 9 22 23 24
生産量（t） 100 165 214 243 294 335 370 381 420
経産牛（頭） 20 30 34 43 47 54 54 60 56
草地面積（ha） 40 60 67 67 72 72 87 92 92
乳飼比（%） 32.2 29.0 33.3 28.4 24.8 24.4 22.7

④放牧によってふん尿処理が直接還元され

るので、その処理と散布作業が削減され

る。

⑤牛、草、土づくりという断片的な技術が

放牧によって結合された。

⑥放牧専用地の草づくり、放牧に会う草種

を選択した（オーチャードグラス主体→

チモシー主体→メドウフェスク主体）。

⑦放牧は牛をコントロールするのでなく、

草をコントロールすることを学んだ。

濃厚飼料は、夏季は牛を牛舎に入れるため

の１日２㎏（朝夕２回）に限っています。ち

なみに、放牧酪農への移行前は１日７～８㎏

の給与を行っていました。その他、ビートパ

ルプを２㎏給与。冬季は濃厚飼料４㎏、ビー

トパルプ４㎏、サイレージ１１～１２㎏を給与し

ています。冬季においても牛をパドックに出

し、ラップサイレージを飽食させています。

研究会では、会員全員が北海道畜産会（現

北海道酪農畜産協会）の経営分析により、

個々の経営の問題点を明確に把握し、会員互

いが経営実態をさらけ出し切磋琢磨し経営改

善に取り組みました。経営分析に基づく経営

改善目標の設定によって経営の見直し、研究

会仲間との放牧技術の習得があいまって経営

改善が大きく進展しました。

地域の生産者の経営改善に寄与し
離農者の歯止めにも貢献

村山さんは自ら長い歩みの体験から、地域

の新規就農者の相談相手として地域を支えて

います。平成２５年８月には「北海道放牧酪農

ネットワーク交流会in足寄」でのフィールド

牧場として多くの参加者へ、放牧酪農の魅力

を大いに発信しました。同年、放牧畜産の先

駆的取り組みが高く評価され、日本草地畜産

種子協会の放牧畜産実践牧場としても「認

証」を受けました。

足寄町では戦後開拓６８年余年を経過し、経

フィールド牧場として多くの参加者へ放牧酪農の魅力
をアピール

平成23年に新設した育成牛舎

（表３）生産実績の推移



2014.4.15 No.293 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

10

営が３代目世代に引き継がれようとしていま

す。１代目は開墾からはじめた基盤整備、２

代目は設備投資と生産性の向上と生活の安定

に努力し続け、その苦闘不屈の精神が地域社

会を守っています。

近年、北海道農業においては離農に歯止め

がかからず、酪農の現場においても例外では

ありません。対策として新規就農を強化・推

進し、多様な理由で経営不振に喘ぐ生産者の

改善支援指導による経営戸数の維持存続が実

施されてきました。

村山さんは、以下の活動を通じて、地域の

離農者の歯止めにも貢献しています。

①平成１２年からの中山間地域等直接支払交付

金制度にかかわる集落の組織「柏せせらぎ

会」の会長として、農地の多面的機能の維

持と遊休農地の拡大防止に努めている。

②平成１５年から研究会と足寄町が中心なって

「北海道放牧酪農ネットワーク交流会in足

寄」を毎年開催し、記念すべき１０回目は当

牧場での現地研修交流を行った。視察者の

受け入れなど全道に放牧酪農の情報発信を

続けている。

③新規就農者の受け入れを積極的に支援して

おり、今までに１３組が実現している。

④世代交代が進む中で放牧酪農研究会の副会

長として会長を補佐している。「涙なしで

は語れない」貴重な経験を、新規就農者に

伝える良き相談相手でもある。特に、「な

ぜ借金は減らないか？」について、自らの

経験から「経営は人なり」で、別の見方を

すれば借金のある経営は人間の性格の弱さ

を表しているという。

⑤放牧に関する研究に協力し、放牧酪農推進

への実践牧場として、帯広畜産大学の卒論

「連続放牧における泌乳牛の行動と草地の

利用性」、北海道農業研究センターによる、

「簡易GPSでの放牧牛の行動把握」、酪農学

園大学の卒論「足寄放牧酪農の総合的評

価」などに結実している。

⑥後継者は、本別の農業大学校卒業後、酪農

サブヘルパーとして活動してきた。困った

時の助っ人として仕事ぶりが認められ、専

任ヘルパーとなるなど地域の酪農家に貢献

している。また、ビート収穫時の運搬作業

など広範な農作業にも従事してさまざまな

ラップサイレージ

放牧風景
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経験を蓄積している。

情報を公開し経営の見直しに
役立てる

⑴ 第３者機関による経営分析

村山さんは今までに６回、北海道酪農畜産

協会の経営分析と助言を受けています。その

経験を生かしての経営の見直し、「借金は隠せ

ば増える」との考えから情報を公開して対策

を考えることが重要と認識しました。実績を

振り返って適切であったかどうかを反省して

経営の総合的分析と発想、方策についての具

体的に検討することが経営改善の糸口です。

⑵ 北海道の独自システム「組合員勘定」の鉄則

「貸越勘定であり赤字を出すな、単年度収

支を、歯をくいしばって頑張ること」。これ

をしないと単年度の赤字が雪だるま式となり

負債が増え大変なことになります。そのため

① ムードに溺れることなく、自主・自立性

ある経営を目指す、② 経営の物事には限

界もある、自分の能力に合わせて限界があ

ることを知るべきである――をモットーに

経営改善に努めました。

経営のパートナーでもある妻の支え

⑴ 経営管理面での役割

妻の裕子さんは静岡県の出身で、何事にも

前向きです。主に経営収支管理を行っている

ほか、生産部門では搾乳作業と哺乳牛管理を

担当し、繁殖管理など人工授精の基礎データ

を記帳しています。また、１番草収穫時には、

トラクターに乗り軽作業もこなしています。

⑵ 昭和５６年経営主の農作業事故での経験

ヘルパー制度がない時代での最大のピンチ

であり、裕子さんは離農を覚悟したといいま

す。しかし、長期間の療養時でも実家に戻る

ことなど考えなかったそうです。子どもを実

家に預けて義母と女２人で危機を乗り越えた

（ピンチこそ夫婦愛が強まる）。その後の負債

増加による経営圧迫、家計費のやりくりなど、

厳しい経営環境に悩みながらも３人の子ども

を育て自立させました。

特に負債整理資金借入時には家計費削減へ

の創意工夫で乗り切るなど経営の幾度かの危

機を持ち前の活発さで乗り越えてきました。

酪農歴５０年を目指して

昭雄さんは酪農歴５０年を目指して現役で活

動しています。２０歳で経営に参画し、現在６５

歳、後継者はいますが７０歳まで現役で続投す

ることに決め、５０年を契機に後継者への経営

移譲を予定しています。

魅力ある酪農ライフスタイルとして、以下

の実現を目指しています。

①放牧システムの価値 応用

②主婦を主たる労働力からの解放―夫婦２人

で１日５時間労働

③経営者としてのやりがい

④余暇と休日の確保と、ゆとりある生活の保証

⑤安定した酪農経営

⑥新規就農者に「やる気を起こさせる」部落

づくり

⑦家畜福祉の充実―牛を牛らしく牧場の環境

整備
（筆者：総括畜産コンサルタント）
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１．４～１０ヵ月齢における腹づくり

☆ポイント☆
□ 腹づくりにおけるポイント
■ ルーメンの容積、胃壁の厚さ、緻密で
健康な絨毛の発育
■ 腹づくりは生後４～１０ヵ月齢、特に生
後８ヵ月齢を中心に行う
■ 通算DGが１．２kgに満たなければ腹づく
りの失敗が考えられる

□ ４～６ヵ月齢
■ 牛がやせるような粗飼料多給は腹づく
りの失敗
■ 配合飼料給与量は月齢を目安とする
が、数値の一人歩きに注意
■ 配合飼料の漸増は５００g単位で行う
■ この月齢の期間、DGは１．２kgを目安と
する

□ ７～１０ヵ月齢
■ 粗飼料２kg以上を８～９ヵ月齢に食
べさせる。配合飼料は定量給与
■ ある程度硬めの粗飼料を栄養価ととも
に意識して給与
■ やせすぎず、太りすぎずの体型。粗飼
料給与量が一人歩きしないこと

■ 急激な配合飼料の増量は絶対にしない
こと、今までの腹づくりが無駄になる
■ １０ヵ月齢では配合飼料型へのルーメン
の馴致

１）腹づくりにおけるポイント

牛の腹づくりの重要性については、誰もが

その必要性を唱えます。しかし現実の肥育成

績において、例えば乳用種去勢牛の通算DGが

１．２kgに満たないような場合は、もう一度腹

づくりが出来ているかどうか考えてみる必要

があります。

例えば腹づくりを判断する一つの目安とし

て、食い込みの一番あがる月齢と配合飼料の

摂取量（現実には給与量）があります。生後

１４ヵ月齢前後で１２～１３kg配合飼料を食い込

めていますか？ 例え最高の配合飼料であっ

ても食い込みのピークで１２～１３kgを食い込

めないようでは、おそらく腹づくりができて

４～１０ヵ月齢における腹づくりと腹づくりにおける勘違い、間違い
乳用種肉用子牛飼養管理技術マニュアルより

公益社団法人中央畜産会

中央畜産会では、平成２１年度に乳用種肉用子牛の飼養管理マニュアルを取りまとめました。
本マニュアルは、良質な乳用種牛肉を生産するための素牛の飼養管理に着目し、酪農経営

での妊娠牛の管理とヌレ子の飼養管理、離乳期の飼料の切り替え、育成牛の腹づくり等に特
にポイントを置いた内容となってといます。
今回は、４～１０ヵ月齢における腹づくりと腹づくりにおける勘違い、間違いについてご紹

介します。
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いない（腹づくりをしたつもり⇒腹づくりの

失敗）可能性があります。配合飼料の品質向

上はもちろん大切ですが、車に例えるならば、

ハイオクガソリンを入れても対応できるエン

ジンでなければ、それなりの馬力は出ないの

です。

腹づくりがうまくいくと、今までと同じ配

合飼料であっても肥育成績が向上します。も

ちろんルーメンアシドーシスや尿結石等の事

故も減少します。いくつかの農場間で同じ配

合飼料、粗飼料を給与していても、肥育成績

に差がつくのは腹づくりの違いによることが

多いのです。

肥育専業の場合、一般的には６～７ヵ月齢

の肥育もと牛を導入し馴致以後そのまま肥育

することが多いのですが、せめて１０ヵ月齢ま

では腹づくりが必要な月齢であると考えたい

ものです。肋張りのある腹づくりのできた肥

育もと牛を導入することはもちろん大切なこ

とですが、もと牛導入後さらに３～４ヵ月間

は粗飼料重視、特に生後８～９ヵ月齢を中心

とした腹づくりの飼養管理がその後の肥育成

績を左右するといってもよいでしょう。つま

り一貫肥育でも、肥育もと牛導入でも、考え

方は同じで、

この月齢で

「もう一度腹

づくり（ミ

ノづくり）」

をすること

が大きなポ

イントになります。なお、この月齢を逃すと

腹づくりはうまくいかないものです。

２）４～６ヵ月齢

良質乾草給与が基本の月齢ですが、牛がや

せるような粗飼料多給は問題があります

（「腹づくりにおける勘違い、間違い」の項を

参照）。配合飼料は給与量を正しく量り給与

します。

そして何よりも大切なことは規則正しい給

与時間です。飼料の給与時間が不規則だと、

おなかが空き過ぎて、急激に食べ、せっかく

の腹づくりがうまくいかないものです。定時

による規則正しい給与管理が大切です。

飼料給与は全頭が並べる飼槽幅を確保しま

す。良質乾草は配合飼料給与の１時間前に給

与し、その後に配合飼料を給与します。さら

に、良質乾草は不足しないように１日数回給

与します。定量給与の月齢にもよ

りますが、配合飼料はおおよそ３

～６時間程度でなくなり、後は良

質乾草を食べることになります。

１日１回の配合飼料・定量給与も

群飼の場合には有効な腹づくりの

飼養管理方法です。

４～６ヵ月齢の配合飼料給与量

月齢区分 配合飼料 粗飼料

生後１ヵ月齢 １日２～１回ほ乳 軟らかい良質乾草コントロール
（２番チモシー）

１～３ヵ月齢 人工乳主体 硬くない良質乾草コントロール
（２番～１番チモシー）

４～６ヵ月齢 １日１回定量給与
ほぼ月齢見合いの量

良質乾草（１番）
栄養価のあるもの

７～１０ヵ月齢 粗飼料２kgが主体
１日１回定量給与

良質乾草
硬めの粗飼料を意識

１１ヵ月齢～出荷 ８：２給与（１日の給与量を朝夕どち
らかに８０％程度偏らせた給与方法） 乾草・ムギワラ・イナワラ

（写真１）６ヵ月齢前後の体型

（表１）給与粗飼料と月齢の目安
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は、ほぼ月

齢見合いが

目安となり

ます。例え

ば５ヵ月齢

＝ ５ kg 、

５．５ヵ月齢

＝５．５kg、６ヵ月齢＝６㎏。なぜ５．５ヵ月が

必要かというと、５kgから６kgでは、１kg

の差があり、５kgのままでは５．５ヵ月齢では

栄養が不足することになるからです。

３）７～１０ヵ月齢

腹づくり最大の発育月齢である８～９ヵ月

齢は、「２kg以上の良質乾草」を食べさせる

ことを目標とします。考え方として、良質乾

草を２kg以上食べさせるために、配合飼料

給与量の調整をすることになります。

８～９ヵ月齢の腹づくりの上で粗剛性のあ

る粗飼料が必要な月齢です。チモシー乾草の

場合、柔らかいものはできるだけ避けて硬め

のものを給与します。あるいは、ワラ類（イ

ナワラ、ムギワラ等）を３０％程度混合し硬め

の乾草になるように調整するとよいでしょ

う。チモシーの２番刈りはこの月齢段階では

軟らかすぎて腹づくりの上からは避けたいも

のですが、ワラ類との組み合わせによる給与

も一つの方法です。乾草を２kg以上食べて

いなければ、現状の配合飼料給与量で様子を

見るか、ひとつ前の段階の給与量に調整し良

質乾草を食べさせます。ただし、注意するこ

とは粗飼料給与量２kgが主ではありません。

牛がやせるような粗飼料多給はあり得ないこ

とで、粗飼料の質によっては２kg弱でも可

能となります。

この月齢における硬めの粗飼

料給与は腹づくりの上で、特に

筋肉層（ミノ）づくりのための

ものです。程度にもよりますが、

軟便状態の時も次のステップに

急ぐことはありません。

（写真２）８ヵ月齢前後の体型

（写真３）全頭並んで採食

＊＊＊サンドイッチ方式の留意点＊＊＊
４～１０ヵ月齢では配合飼料は定量給与で、全頭が飼槽に並ぶ必要があることから、粗飼料と配合飼料を混合して給

与せざるを得ない場合が多いです。粗飼料を食わせるために、配合飼料に粗飼料を混合する、いわゆるサンドイッチ
方式は、ともすると粗飼料の埃等も一緒に混ぜ込んで全体の嗜好性を落とし、結果として粗飼料の食い込みが落ちる
場合があるので粗飼料の品質には十分注意し給与する必要があります。

＊＊＊理想的な混ぜご飯：TMR＊＊＊
牛の飼料として濃厚飼料とともにサイレージや生粕類、乾草等を適正な割合で混合し、粗飼料因子のほか栄養的に

必要な養分を同時に摂取できるようにした全混合飼料のことをTMR（totalmixedrations）といいます。乳用牛の飼養
において、主に通年サイレージ方式のときに穀物やそのほかの地場で得られる資源等を活用し、それらを混合給与す
る飼料給与方式が普及しつつあります。給与飼料全体のエネルギー含量や繊維率を計画的に給与するのに適していま
す。肉用牛の経営においても最近採用される事例が出始めてます。
TMRで注意することは、飼料全体の混合比率に問題があると、給与される牛はそれしか食べられないことから、肥育

成績に大きな影響を及ぼすことです。



［平成26年2月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A ９５０，０５８ ５７２，１０７ ３５１，７３９
生産コスト B ８９５，４７０ ６３１，４２３ ４１６，７０７
差額 C＝A－B ５４，５８８ △ ５９，３１６ △ ６４，９６８
補塡金単価 C╳ ０．８ ― ４７，４００ ５１，９００
注：１００円未満切り捨て

平成２６年２月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱第６の補塡金単価については、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２６年２月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。

（表３）補塡金単価（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
単位：円／頭

肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― ３５，５００ ３８，９００

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

○ 肉用牛肥育経営安定特別対策事業実施要網（抜粋）
第６の９の⑷のイ
県団体は、肥育安定基金の安定的な運用のために必要がある場合は、理事長の承認を受けて、補塡

金単価を減額することができるものとする。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円／頭
広島県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 鹿児島県

― ― ― ― １８，６００ １４，３００
※ 各県の算定結果です。

2014.4.15 No.293 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

15



実際の作業上のポイント

（独）農業・食品産業技術総合研究機構畜産草地研究所では、自給飼料の増産促進および国
産畜産物の高付加価値化のためのプロジェクト研究として、「自給飼料を基盤とした国産畜
産物の高付加価値化技術の開発」を実施しています。
このうち、既存の穀物用施設を上手に活用したモミ米サイレージ調製により、貯蔵の低コ

スト化（最大３０％程度）が可能となりました。
そこで、今回は「既存の穀物用施設を活用したモミ米サイレージ調製マニュアル」から、

実際の作業上のポイントとして、原料モミ米の荷受けとプレスパンダーへの投入等について
ご紹介します。

（１）原料籾米の荷受
■荷受け場所は、フォークリフトでの作業スペースや搬入が集中した場合の原料モミ米の
一時保管スペースを考慮した広さを確保することが必要です。

■プレスパンダーに効率よく原料モミ米を投入するため、モミ米は下部排出口のあるフレ
コンバッグ等で圃場から搬入する方が効率的です。

■当日中に処理しきれず翌日に処理を持ち越す場合、原料モミ米を雨水等で濡らさず保管
する工夫等が必要です。

既存の穀物用施設を活用したモミ米サイレージ調製技術（その２）
－原料モミ米の荷受けとプレスパンダーへの投入について－

（独）農研機構畜産草地研究所 井上 秀彦

図１―１ プレスパンダー設置場所が狭い場合〔穀物搬送機＋昇降機〕

穀物搬送機か
らのダクト

昇降機のホッパー

穀物搬送機から昇降機へ

穀物搬送機で原料を搬送

〔穀物搬送機〕
〔昇降機〕

〔プレスパンダー〕

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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（２）原料モミ米のプレスパンダーへの投入等
■プレスパンダーの投入口は高い位置（およそ３m）にあるので、原料モミ米を連続投入
するには昇降機やコンベヤ等を設置（図１―１、１―２、１―３）することが必要です。

■プレスパンダーの設置場所が狭くコンベヤ等を設置できない場合、屋外に配置した穀物
搬送機を経由してホッパーで投入している事例（図１―１）があります。

■施設の広さに余裕がある場合、ベルトコンベヤを設置しパイプとクランプで自作した架
台と組み合わせて投入している事例（図１―２）があります。

■コンテナ取替式の昇降機を設置し投入している事例（図１―３）があります。
コンテナが３台以上あれば原料モミ米の補充がリレー作業可能で効率的です。

（次号につづく）
（筆者：（独）農研機構畜産草地研究所家畜飼養技術研究領域（機械研究担当））

パイプとクランプ
で組んだ架台

コンベヤ等でプレスパンダーに投入

図１―２プレスパンダー設置場所が広い場合〔ベルトコンベヤ＋架台〕

コンテナで原料モミ米を荷受

コンテナ取替式昇降機に
搬送・設置

図１―３プレスパンダー設置場所が広い場合〔コンテナ取替式昇降機〕

出典：既存の穀物用施設を活用した籾米サイレージ調製技術マニュアル
発行編集 山形県農業総合研究センター 畜産試験場
（独）農業・食品産業技術総合研究機構 畜産草地研究所

コンベヤ等

プレスパンダー

プレスパンダー
コンテナ取替式
昇降機

フレコン

コンテナ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●●●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
2014.4.15 No.293 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

17


